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  はじめに  確実に測定された水深が 2 km以上もある外洋で船舶が浅瀬に乗り上げた

という記事が船舶関係の雑誌に掲載されることは，けっしてそれほど稀なことではない。

そのような事象が生じた後，もしその船が自力航行によって最寄りの港にたどり着けた

としたら，その船は非常に運がよかったとみなすことができる。なぜなら，正体不明の

流体衝撃は，――べた凪状態の場合でさえ――船を転覆させたり，破断させたりする力

を持っているからである。これについては，この種の海難事故の生存者の数多くの証言

が存在する。正統派科学はそれらの流体衝撃の由来を説明することができず，ひたすら

その存在を隠している。そのため，流体衝撃に起因する船舶や潜水艇の沈没事故や破損

事故が生じ続けている。 

  本論文では，垂直方向への海水の蓄積的噴出［vertical cumulative ejection of ocean water］の本

質的な発生メカニズムが記述され，また，その種の噴出の形成から生じるいくつかの帰

結――特に，津波の発生――が検討される。 

 

  海底火山は海の放水銃である。  海水の蓄積的噴出は，環太平洋火山帯その他の地帯

の中央海嶺の上で，すなわち海底の地震活動や火山活動が活発な海域において生じる。 

  海底火山のドームが海流に洗われてかなりの程度まで浸食され，崩壊した後，何が生

じるかについて検討してみよう。海水が火山の空洞内に勢いよく流れ込み，これに伴い，

ベルヌーイの方程式に従って水流の中で動的圧力低下が生じる。海水層中における新た

な圧力場の構造は，かつてドームであった領域から音速で伝播する擾乱によって決定さ

れる。その擾乱が，空洞内への海水の流入が止まるより前に，擾乱源の真上に位置する

最近傍地点の海水面だけでなく，擾乱源を中心とするある円内の海水面にも到達するこ

とができたとしよう。この場合，海水面上で始まる水流の流線は，垂直方向の共通の対

称軸を持つ上に開いた複数のじょうごの形状を持つ，形成される複数の回転図形に沿っ

て配置される。このとき，動的圧力低下によって条件づけられる圧力勾配の方向は，そ

れらの漏斗の表面に対する法線に沿って中心軸の側に向かっている。このように，じょ

うご形の領域が形成され，その内部の各レベルでは，圧力が周縁から中心軸に向かって

低下している。そして，そのような圧力分布はその領域内における水流によって条件づ

けられている。それゆえ，その水流が止まるやいなや，中心軸に向かって収縮する波に

よって圧力の均等化が生じ，その波が蓄積的噴出を生み出す。 

  この噴出が海面上に上昇する高さを大雑把に推定するため，この課題は，連通管に関

する次の課題と同等であることを指摘しておきたい。下部が仕切り板で仕切られている

U 字管の各曲がり管部に，密度の異なる混じり合わない液体が注入されている。なお，

それらの液体の液柱の高さは同一である。また，ここで知ろうとしているのは，仕切り

板を取り去った後，より低密度の側の液体はいかなる高さまで上昇するのかということ

である。類推を完全なものとするため，流出する流れの中における動的圧力低下は，形

式的には，――それに正比例する密度低下による――静的圧力低下の結果とみなすこと

ができるということを付言しておかなければならない。ベルヌーイの方程式を用いて動

的圧力低下の推測を行なうためには，流速 v を知らなければならない。「流出孔」の入

口における流速 vは， 

     v = k(2gH)1/2        （1） 
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である。ここで，gは自由落下運動の加速度，Hは「流出孔」の位置の深度， は「流

出孔」の端部の形状に依存する係数［1］，kは，流出が自由大気中に向かってではなく，

圧力がそれよりはるかに高い空洞中に向かって生じることを考慮するための係数であ

る。すると，連通管に関する課題を，上記で取り決めた条件に従って換算された密度差

の場合について解くことにより，噴出高さ hの求める推測値に関する次の表式を得る。 

     h = (k)2H/2        （2） 

例えば，「流出孔」の位置の深度が 2.5 km， = 0.8，k =0.5のとき，（2）により，hの

値は 200 mとなる。そしておそらく，これは上限値ではない。 

  多分，懐疑的な人は，海洋上でそのような危険な奇跡を目撃した者はこれまで誰もい

ないと，異論を唱えるのではなかろうか？ それは違う。そのような奇跡は何度も，特

に，当該海域の漁師たちによって何度も目撃されている。様々な民族の神話，例えば東

南アジア沿岸の諸民族の神話において海竜が必ず登場しているのには，相応の理由があ

るのである。例えば，スイスのある外交官は日本からこう書き送っている。「善良な民

衆は海竜を非常に恐れている。それは巨大な竜で，海底の洞窟に体の大部分を隠してい

る。しかし時折海面まで立ち上がり，突然，空に舞い上がる……」［2］。「そんな民話な

ど信じない」という人のために，より教養ある目撃者の証言を引用しよう（［3］より引

用。我々はそこで述べられている事実の著者による解釈には賛同しないということを予

め断っておきたい）。「……我々はオデッサからシンガポールに向かってインド洋を進ん

でいた。天気は普通の天気で，ほとんど凪状態であった。突然，操舵手が警報を発した。

甲板に駆け出た我々は，船の進行方向のまっすぐ前方数キロメートルの所で海が盛り上

がっているのを見た。きわめて高い水柱が生まれ，そして突然，船よりも高い波が発生

した！ 船長は針路を変え，危険な場所を迂回するよう命令を下した……。あれが何で

あったのか，我々にはどうしても理解することができなかった」。 

  我々の見解によれば，それは，主要な自然津波発生源であるところのあるものであっ

たのである。 

 

  津波は横波ではなく縦波である。  海岸を駆け上る大波と，それに先行する海底地震

との間に相関関係があることは昔から知られていた。また，その大波の恐るべき力は海

岸のすぐ近くでのみ発現し，外洋ではほとんど気づかれないということも昔から知られ

ていた。1番目にあげた特徴から，津波は海底の変動によって生まれる表面横波である，

そして 2番目にあげた特徴から，津波は大きな波長（100 km以上）と小さな振幅（お

よそ 0.5 m）を持つと考えられている。そのような波の速度が 0c の場合，理論は次の表

式を与える［4, 5］。 

      0c = (gD)1/2        （3） 

ここで D は海の水深である。津波の波の進行時間の測定結果はこの表式とよく一致し

ている。しかし，海岸近傍におけるその「表面波」の挙動，特に，幅広い沿岸浅海域が

存在しない場合における挙動は当惑を生じさせる。そのような条件の下では，海岸を襲

おうとしている大波の形成はほんの何秒間かのうちに終わることになる。当然のことだ

が，その何秒間かの間に，波頭は波長の半分の距離を通過し終えなければならない。波

長が 100 kmの場合，これは，波頭は第 3宇宙速度を数倍上回る速度で運動しなければ

ならないということを意味する。言うまでもなく，これは表式（3）とまったく一致し

ない。 

  我々の見解によれば，この問題は，津波の波は横方向ではなく，縦方向の正の圧力波

であると仮定すれば簡単に解決することができる。縦方向の正の圧力波は，特に，前に

述べた海面上における波頭の形成時に生じる。波頭の底部は水層中における正の圧力波

の波源に必ずなることに注意しよう。実際，流体静力学のすべての原則によれば，その
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圧力は水柱の高さにのみ依存し，水柱をなしている水の量には依存しない。このことは

有名なパスカルの実験によって見事に実証される。すなわち，完全に水で満たされた樽

は立派に水を保持していた［= 水漏れはまったくなかった］が，長さ数メートルの細管を樽

に垂直に差し込み，細管を水で満たしたところ（それに要した水はわずかジョッキ１杯

分であった），樽の「あらゆる隙間から」水が漏れ出し始めたという実験である。追加

的な水柱の創出が細管を用いてなされたのと，細管なしでなされたのとの間には違いは

ないのだから，波頭の作用はパスカルが用いた細管内の水の作用と完全に同等である。 

  次に，波頭の底部からの正の圧力波の伝播速度の問題について検討しよう。空気中に

おける音速に関する通常の表式は，ここでは適用することができない。なぜなら，その

表式では断熱圧縮率が使われている，すなわち音波中における圧縮・膨張は断熱的であ

るのに対して，我々の事例は明らかに非断熱的であるからである。そのような事例では，

通常，ニュートンの音速，すなわち 

    c = (P/)1/2        （4） 

が用いられる［6］。ここで Pは媒質中の圧力，は媒質の密度である。すると，水媒質

の密度 を一定とみなした場合，その中の圧力は深度 dに線形的に依存し，したがって

次式が得られる。 

        c = [(Patm + gd)/]1/2         （5） 

ここで Patmは海面における大気圧である。 

  表式（5）から導き出されるように，正の圧力波の速度はその波が伝播する深度に強

く依存する。そして，その波の波面の海底近傍区域がそれ以外のすべての区域と比べて

最も大きな速度で運動する。それゆえ，我々の見解によれば，まさに底波（海底近傍を

進む波）の速度こそが津波の運動速度の役割を演じているのであって，水深 4 kmの場

合，底波の速度は速度 0c （式（3）参照）とわずか 0.25%しか違わない。津波が海中の

波源から海岸に向かって運動するとき，まさに底波こそが大陸斜面に最初に到達し，次

にその斜面に沿って上昇し，海岸を襲う高波を生み出す。 

  以上述べたことを考慮すると，海水の蓄積的噴出は，それが遠地で生じたものである

場合にも，潜水者やその最大潜航深度にいる潜水艇にとって致命的な危険性を持ってい

ることがわかる。海に暮らす人々にとって，大気圧をさらに何十倍も上回る圧力への急

速な圧力上昇は様々な被害をもたらす可能性をはらんでいるため，彼らは大昔から，身

を守るための様々な対応の仕方をはぐくんできた。例えば，通常，津波が到来する前に

は各種の水中微生物による海の蛍光発光が顕著に強まることが知られている。それらの

水中微生物は，実は，圧力上昇を告げる音による前兆（蓄積しつつある波から出る打撃

音，そしてそれに続く，波頭の下降時に発生するざわめき音）に対して反応し，海面に

より近いところに上昇しているのであると推測することが論理にかなっている。 

 

  結論  本論文では，船舶や潜水艇，さらには低空飛行中の飛行機やヘリコプターにと

って深刻な危険性を持つ，海水の蓄積的噴出の自然の形成メカニズムが手短に素描され

ている。本論文が，この恐るべき自然現象の体系的研究の口火をついに切るものとなる

ことを信じたい。本論において述べたことによれば，例えば海況監視衛星から発見され

た波頭が，津波の発生を間違いなく証明するはずであるという点を付言しておきたい。 
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